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広聴会
参加者の
性別 男性

60％

女性
28％

無回答
12％

●自動車が駐車しやすい交通アクセスの良い所。
●車で行きやすい所。
●今迄通りの所で良い。
●立地が一番で、駅から近いところがベスト。
●場所は、駐車スペース、外で遊べる広場などがある
三段池公園が良い。
●車がたくさん止められる所が行きやすい。
●厚生会館での建設は反対。三段池などに設置してマ
イクロバスで来てもらえるようになれば最高。
●場所、建築、ホール（響きなど）、音響、駐車場などよ
く吟味をして。
●場所・規模・費用は深く検討する必要がある。

場　所

規　模

●1,000席は大きすぎる。500席で十分。舞台そ
でを大きくとってほしい。
●今まで使っていた人のことを逃がさないレベ
ルの物がほしい。
●本格的な音楽コンサートホール。
●有名アーティストを招くための大ホール。
●１,０００人規模のホールを希望。
●市民が使いやすい施設。
●１,０００人以上は入れる広さ。見やすいように勾
配を付ける。
●音楽ができる（固定小ホール、可動席の大ホー
ル）の二つのホールのある館がほしい。

駐車場

●駐車場からホールへのアクセスも重要。
●駐車場の確保が必要。
●駐車場の少ない場所なら今の物を使用した方が良い。
●駐車十分にある場所でなければ建てる意味がない。
●駐車場（台数）などはよく検討してもらいたい。

広 聴 会

みなさんの

声を聴く

　市議会は、議会基本条例に基づき、市民
のみなさまの意見の的確な把握に努め、多
くの情報を収集し、評価・分析することが不
可欠であります。
　昨今、市民の関心が高い事業である、新
文化ホール建設に関わるご意見を、市議会
独自でより多くの市民の皆さんに伺う必
要があると考え、全議員が各会場5人程度
に分かれて、１０カ所の地域に出向き、延べ
９４人の方々から意見を聴かせていただき
ました。
　その寄せられた主な意見を件数が多かっ
た順番にご紹介します。

新文化ホールに
対する

主な意見や思い

場所
30％
（24件）

規模
17％
（13件）駐車場

15％
（12件）

その他
29％
（23件）

機能
9％
（7件）

広聴会
参加者の
年代

70～80歳代50～60歳代

10～20歳代
無回答 2％

30～40歳代

42％

9％
5％

42％

新文化ホールのコト
｜あなたの声 、聞かせてください ｜

南佳屋野会館

上川口会館

成和地域公民館

大江町総合会館

夜久野ふれあいプラザ
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広 聴 会

みなさんの

声を聴く

その他

　「あなたの声、聞かせてください　新文化ホールのコト」は令和６年１１月１３日（水）、１６日（土）、１８
日（月）の3日間に計10カ所で行い多くの方にご参加いただき、貴重なご意見をいただきました。
　将来への市政課題に対し、議員が聴き手に徹して意見や要望を伺う中で、多数の建設的なご意
見をいただきました。これを機会に新文化ホールの問題にとどまらず、さまざまな課題を市民一人
ひとりの問題としてより身近に感じていただけたらうれしいです。広聴会でいただいたご意見は今
後の議会での議論や採決の参考にしてまいります。
　また、これからも議会基本条例にのっとり議会報告会や広聴会、出張委員会などを開催し積極的
に皆さんのご意見を伺ってまいります。
　今後もご協力のほどよろしくお願いいたします。

機　能

●音楽、演劇に特化した、一流のプロがよべるホー
ルをつくってほしい。
●イベント、催事にとどまらず、いつも市民やイン
バウンド訪問客が集まれるような象徴的複合的
な存在をつくるべき。
●バリアフリー（いわゆる）障害をもっている方々
や性的マイノリティの人達等利用しやすい環境
にしてもらいたい。
●興行目的のみのホールではなく市民生活とつな
ぐホールに。
●福知山の文化を育てていくためには良いホール
が必要。

●議員それぞれからどのようなホールを目指すか聞きたかった。
●経緯のみで議会としての説明がなかった。
●議会による広聴会を今後も続けてほしい。
●出向いてこられ近くの開催で参加しやすかった。
●広聴会開催の周知が足りない。
●若い人の意見を積極的に聞いてほしい。
●市議会を身近に感じることができた。
●今後の計画の発信をしてほしい。
●広聴会の意見をどのように発表されるのか。
●参加者が2人だけとはどういうことか。
●意見を親身に聞いてくれた。

●場所と規模は難しいことであるので目的を
しっかり定め市民の理解を得て欲しい。
●民意を反映したホールにしてほしい。
●本当に市民の声を聞く気があるのか疑問。
●中学生・高校生（吹奏楽部を始めとする）、
大学世代の意見をもっと引き出してほしい。

声

●維持費が市民の負担にならないように考え
るのが良い。
●予算からのある程度の規模や設備など今後
はテーマを細分化して懇談会を実施してほ
しい。
●新文化ホールの収支が最重要。

財　源

●文化会館単独ではなく、福知山市全体を見
据え長期中期で単発の箱物つくりをしない
ように。
●広範囲に他の課題をも結び付けて建てて良
かったと思える市民の新文化ホールとなる
ように。
●新文化ホール建設については賛成する。た
だし、この施設の目的（市の目指すものを含
む）をはっきりと示してほしい。

ビジョン

●今日のような地域ごとの会を何度も開催し
て進み具合を説明してほしい。
●市民が自由に気軽に使用、利用できるホー
ル、会議場は必要。
●市民の多くが知らないままで進めていた議
会の責任も大きい。
●進捗状況についての広報は、最近すこし良
くなったが、リアルタイムくらいに広報・報
告をしていただきたい。

その他

　広聴会で出た意見・アンケート結果などを
まとめた「開催結果概要」を令和6年１２月24
日の全議員協議会で確認し、令和７年１月9日
には市へ報告いたしました。

開催結果を共有

広聴会に対しての声

三和荘

六人部地域公民館

市民交流プラザふくちやま

北陵地域公民館

桃映地域公民館

「開催結果概要」は
こちらから
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12
月
定
例
会
　

12月定例会で決まった主な案件
令和６年度一般会計補正予算	 （万円未満切捨） 

◇大阪・関西万博への催事等出展事業（万博会場、関西国際空港のブース出展などにかかる
経費）	 412万円

◇クビアカツヤカミキリ防除事業	 229万円
◇子宮頸がん予防ワクチン接種事業（接種希望者の増加に対応する経費）	 3410万円
◇帯状疱疹ワクチン接種事業（接種希望者の増加に対応する経費）	 1042万円
◇介護人材確保対策事業（介護人材の確保・育成・定着への支援）	 320万円
◇地方債繰上償還金（地方債の繰上償還で後年度の公債費負担を軽減）	 5億円
◇人件費補正（職員の採用、退職等、給与改定に伴う人件費の過不足調整）	 4億6699万円
◇住民税非課税世帯等臨時特別給付金（国の物価高騰対策）	 3億529万円
	 など

条例
◇福知山市事務分掌条例の一部改正　など

その他
◇工事請負契約の変更（第４期埋立処分場整備工事）
◇公の施設に係る指定管理者の指定（福知山市総合福祉会館）　など

人事議案
◇固定資産評価審査委員会委員の選任（３人）　など

議員提案　
◇福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
◇福知山市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正

◇大阪・関西万博関連、原油価格・物価高騰緊急
対策などの補正予算を可決！
～2025 大阪・関西万博で観光 PR など本市の魅力を発信～
～クビアカツヤカミキリ防除措置で被害拡大を防止～
～子宮頸がん予防ワクチン・帯状疱疹ワクチン接種の予算を増額～
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（万円未満切捨）

予算額 3億529万円予算額 299万円

予算額 229万円

補正予算の主な審査内容を掲載します。

42本のうち、被害の程度が大きい木
を切り倒し、薬剤による処理を行う。
同意を得られないものや被害が軽微
なものは切り倒さず防除を行う。

A

エネルギー・
環境戦略課

低所得世帯支援として給付金を支給

国の原油価格・物価高騰緊急対策として、住民税
非課税世帯に対し給付金を支給。

すでに振込口座が分かっている方に
は、修正変更がある場合を除き、確
認書類などの返送をもらうことなく、
迅速に振込を行う方法である。

A

社会福祉課

大阪・関西万博を契機に福知山観光をPR

予算額 1042万円

今後、国から自治体に対する説明の機
会があると聞いており、その内容を踏
まえ対応を検討していきたい。

帯状疱疹ワクチン接種費用の一部を助成

帯状疱疹は、80歳までに3人に1人が罹患すると
いう統計があり、ワクチン接種の有効性が認めら
れている。10月末時点で、当初の見込みを上回
る接種率であるため増額補正を行う。

A

健康医療課

• 関西国際空港の観光
PRブースへの出展

• 台湾の旅行会社との
商談会への参加

• 大阪・関西万博会場
内多目的エリアで、
「福知山音頭と踊」
の披露

A

産業観光課

来年度から、国の定期接種化に
向けての動きがあると聞くが。

Q

関西国際空港での観光PRの内容と
台湾の旅行会社と商談する理由は。

Q

空港での観光PRは、福知山城や丹後和紙、
丹波漆、鬼伝説、体験型観光コンテンツな
どのPRを行い、甲冑隊の方にも参加いただ
いて本市の魅力をPRしたい。また、台湾か
らの観光客が多い現状を踏まえ、台湾の旅
行会社に本市内での宿泊や滞在を伴う旅
行の商品化を依頼したいと考えている。

（厚生労働省ワクチン分科会資料より）

令和6年度 補正予算審査

クビアカツヤカミキリの防除

8月に三和町で被害木
42本が確認された。被
害拡大を防止するため
の防除措置を実施。

被害を受けた42本の樹木に対す
る具体的な措置は。

Q

プッシュ型支給とは。Q

支給対象者 住民税非課税世帯〔対象世帯（見込）９，３００世帯〕

給付額
1世帯当たり３万円　対象世帯のうち、18歳以下の
子ども〔約930人（見込）〕に1人当たり2万円を上
乗せ支給

申請方法 プッシュ型支給（対象者には確認書を送付）

支給方法 申請者が指定した金融機関の口座へ振り込み

確認書送付時期 2月上旬（予定）

給付時期 2月中旬以降（予定）

生ワクチン 不活化ワクチン

予防効果 69.8％ 96.6％

持続期間 5年程度 9年以上

接種回数 1回 2回

接種料金 8,000円～10,000円 20,000円～30,000円
(1回につき)

予
算
審
査
報
告



委
員
会
審
査
報
告

主
な
質
疑
を
掲
載
し
ま
す
。

　 

総
務
防
災
委
員
会

■
福
知
山
市
事
務
分
掌
条
例
の
一

部
改
正

問　
今
回
の
組
織
改
編
の
目
的
は
。

答
　
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
行
政

課
題
へ
の
対
応
強
化
と
効
率
的
な

執
行
体
制
を
構
築
す
る
た
め
。

問　
危
機
管
理
室
が
市
長
直
轄
に

な
る
が
市
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
　
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
、
部
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
に
市
長
か
ら
直
接
指
示
が
出
せ

る
。

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
第
4

期
埋
立
処
分
場
）

問　

工
事
請
負
契
約
が
変
更
に

な
っ
た
要
因
は
。

答
　
次
年
度
以
降
、
施
工
予
定
箇

所
を
本
年
度
に
一
緒
に
施
工
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
。

反
対
討
論

議
第
60
号
、
議
第
66
号
、
議
第
79

号
に
反
対

賛
成
討
論

議
第
66
号
に
賛
成

審
査
結
果

議
第
60
号
、
66
号
、
79
号
は
賛
成

多
数
で
可
決

議
第
61
号
、
議
第
80
号
、
議
第
81

号
、
議
第
82
号
は
全
員
賛
成
で

可
決

　 

教
育
厚
生
委
員
会

■
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

規
定
に
基
づ
く
過
料
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

問　
条
例
改
正
の
理
由
は
。

答
　
国
の
法
律
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
法
の
改
正
が
あ
り
、
乳
児
、

妊
婦
な
ど
に
新
し
い
給
付
制
度
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
条
例

を
改
正
し
た
。

■
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
（
福
知
山
市
総
合
福
祉

会
館
）

問　
指
定
管
理
者
候
補
者
の
課
題

を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
は
。

答
　
利
用
者
を
増
や
す
取
り
組
み

を
課
題
と
し
て
上
げ
て
い
る
。
広

報
誌
な
ど
で
福
祉
会
館
の
役
割
の

周
知
、
利
用
の
呼
び
掛
け
、
地
域

の
諸
団
体
と
関
わ
り
会
館
利
用
の

き
っ
か
け
を
創
出
す
る
な
ど
会
館

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
利
用
者

を
増
や
す
取
り
組
み
を
行
う
と
し

て
い
る
。

問　
指
定
管
理
料
年
額
が
毎
年
度
、

同
じ
金
額
で
あ
る
が
人
件
費
や
光

熱
費
な
ど
高
騰
し
た
場
合
の
対
応

は
。

答
　
そ
の
都
度
、
協
議
を
行
い
指

定
管
理
料
の
変
更
も
行
う
よ
う
に

し
て
い
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

　 

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正

問　
政
令
な
ど
改
正
は
技
術
者
不

足
が
背
景
に
あ
る
の
か
。

答
　
今
年
の
4
月
に
厚
生
労
働
省

か
ら
国
土
交
通
省
に
所
管
が
移
管

し
た
。
国
土
交
通
省
が
所
管
で
あ

る
下
水
道
の
設
計
な
ど
に
係
る
資

格
要
件
の
考
え
方
を
踏
ま
え
改
正

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

■
訴
え
の
提
起
（
裁
判
上
の
和
解

を
含
む
。）（
鬼
の
里
U
タ
ー
ン

プ
ラ
ザ
使
用
料
）

問　
督
促
の
内
容
や
支
払
い
が
で

き
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
　
相
手
方
は
入
所
当
時
か
ら
滞

納
が
常
態
化
し
て
お
り
、
督
促
は

59
回
、
催
促
は
2
回
行
い
、
入
所

中
は
直
接
出
向
い
て
、
支
払
い
も

促
し
て
き
た
。
滞
納
理
由
は
経
済

的
理
由
で
は
な
く
誠
意
あ
る
対
応

が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
理
解
し

て
い
る
。

■
損
害
賠
償
の
額
（
車
両
の
損

害
）

問　
発
生
状
況
と
折
損
理
由
は
。

答
　
車
が
福
知
山
か
ら
京
都
方
面

に
走
行
中
、
路
肩
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
折
損
し
、
車
体
の
左
側
に

ぶ
つ
か
っ
た
。
折
損
理
由
は
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
根
本
の
腐
食
と
強
風

が
考
え
ら
れ
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

第4期埋立処分場
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議案に対する討論

※討論の内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。

議第59号から議第83号まで　令和6年度一般会計補正予算（第5号）　ほか

反 対 （議第60号）
「財務部と大学政策課をなくすな」	 塩見　聡
　大橋市長就任から財政規模は年々増え、歳入決算
ベースで約89億円増えた一方で、社会保障費や人
件費といった支出は増え続けている。今こそ、入り
を量りて出を制すため、独立した財務部が必要。ま
た学生減少時代に選ばれる強い大学つくりと、福知
山市の魅力創出と人口増加を図るためにも、大学政
策課をなくすべきでない。

反 対 （議第66号）
「変更扱いは約款違反だ」	 	 荒川　浩司
　今回の「変更」議案は、第4期埋立処理場の底面
と法面のシートを接続し汚染水を地面に漏らさない
工事です。契約の変更の定義は「福知山市工事請負
契約約款」第18条「…予期せぬ特別な状態が生じ
たこと」と書いてあり、シートの接続はこの要項に
は該当しない。以上が「地域政党ふくちやま」の反
対の理由です。

賛 成 （全議案）
「必要不可欠の提案として賛成」	 岡野　天明
　大阪・関西万博への催事出展事業では、福知山市
を国の内外に発信する絶好の機会と捉えて大イベン
トを盛り上げていただきたい。
　また、子宮頚がん予防ワクチン接種事業、帯状疱
疹ワクチン接種事業の補正は、市民の関心が高い事
業であり本市独自の事業として評価する。
　以上、全議案とも必要不可欠な提案と認め賛成
する。

賛 成 （議第66号）
「手戻り工事のない当初契約を」	 吉見　純男
　変更理由の遮水シートを敷く工事において、施工
面積の増工分を次年度の工事とした場合は、今年度
工事で敷設した遮水シートの取り合い部分を再度掘
削する必要が生じ、工事費もその分増額となる。工
事を効率よく施行するには、今回の工事請負契約の
変更は妥当であり賛成するが、次回からは変更分を
含めた当初契約を提言する。

市会発議第3号　福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

反 対
「議員が自ら率先して改革を」	 岩﨑　崇央
　現在も物価の高騰は続き、賃金も上がらず市民生
活は良くならない。そのような中において議員の手
当を上げるのではなく、議員が自ら身を切る改革を

行い、無駄を省く行財政改革を進めるべき。市民生
活の改善こそが最優先であり、身を切る改革の観点
から条例を改正するべきではないと考え、条例改正
には反対。
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議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 無所属・

維新議員団 新政会 対話の
時代

地域政党
ふくちやま

大
谷
　
洋
介

足
立
　
伸
一

吉
見
　
茂
久

吉
見
　
純
男

中
村
　
初
代

梶
原
　
秀
明

髙
橋
　
正
樹

野
田
　
晋
介

藤
本
　
喜
章

森
下
　
賢
司

塩
見
　
　
聡

岩
﨑
　
崇
央

中
嶋
　
　
守

小
松
　
遼
太

岡
野
　
天
明

片
山
　
正
紀

井
上
　
雄
一

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ

田
中
　
法
男

荒
川
　
浩
司

小
原
　
彰
紀

水
谷 

タ
ツ
ヤ

議第60号 福知山市事務分掌条例の一部改正 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第66号 工事請負契約の変更について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×

議第79号 福知山市長、副市長、教育長及び上下水道
事業管理者の給与に関する条例の一部改正

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市会発議
第3号

福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部改正

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇：議案に対して賛成　×：議案に対して反対
※田渕裕二議員（新政会）は、議長職のため表決に加わっていません。
※所属会派は、12月24日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を記載しています）

12月定例会の議決結果について

議第59号 令和6年度一般会計補正予算（第5号）

議第61号
福知山市行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部
改正

議第62号 福知山市子ども・子育て支援法の規定に基づく過料
に関する条例の一部改正

議第63号 福知山市病院事業の設置に関する条例の一部改正

議第64号 福知山市水道事業及び下水道事業の設置等に関する
条例の一部改正

議第65号 福知山市水道事業給水条例の一部改正

議第67号 公の施設に係る指定管理者の指定（福知山市総合福
祉会館）

議第68号 訴えの提起（裁判上の和解を含む。）（鬼の里Uター
ンプラザ使用料の支払の請求）

議第69号 訴えの提起（裁判上の和解を含む。）（福知山市大江
町定住促進住宅使用料の支払の請求）

議第70号 損害賠償の額（車輛の損害）

議第71号 損害賠償の額（車輛の損害）

議第72号 損害賠償の額（車輛の損害）

議第73号 令和6年度一般会計補正予算（第6号）

議第74号 令和6年度国民健康保険事業特別会計補正予算
（第2号）

議第75号 令和6年度国民健康保険診療所費特別会計補正予算
（第1号）

議第76号 令和6年度休日急患診療所費特別会計補正予算
（第1号）

議第77号 令和6年度介護保険事業特別会計補正予算
（第2号）

議第78号 令和6年度病院事業会計補正予算（第1号）

議第80号 福知山市一般職職員の給与に関する条例の一部
改正

議第81号 福知山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部改正

議第82号 福知山市病院事業管理者の給与に関する条例の一
部改正

議第83号 令和6年度一般会計補正予算（第7号）

議第84号 固定資産評価審査委員会委員の選任（芦
あ し

田
だ

 徹
とおる

 氏）

議第85号 固定資産評価審査委員会委員の選任
（田

た

中
な か

 秀
ひ で

明
あ き

 氏）

議第86号 固定資産評価審査委員会委員の選任
（細

ほ そ

見
み

 祐
ゆ う

介
す け

 氏）

議第87号 下夜久野地区財産区管理会委員の選任
（白

し ら

井
い

 和
か ず

夫
お

 氏）

市会発議
第4号

福知山市議会の個人情報の保護に関する条例の一
部改正

■全員賛成で可決・同意となった議案
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ここが聞きたい！  12月定例会ここが聞きたい！  12月定例会
一 般 質 問一 般 質 問
各会派から19議員が質問に登壇！各会派から19議員が質問に登壇！質問議員

※所属会派は12月24日現在　　※掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。　　※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。
※質問・答弁・写真・資料などは、議員が一般質問を行った時点のものであり、発行日までの間に、状況に変化がある場合もありますので、ご了承ください。

１．地域政党ふくちやま

小
お

原
は ら

　彰
あ き

紀
の り

  議員
２．福知山市議会公明党

吉
よ し

見
み

　茂
し げ

久
ひ さ

  議員
３．日本共産党福知山市会議員団

梶
か じ

原
わ ら

　秀
ひ で

明
あ き

  議員
４．蒼士会

森
も り

下
し た

　賢
け ん

司
じ

  議員
５．無所属・維新議員団

岩
い わ

﨑
さ き

　崇
た か

央
ひ ろ

  議員
６．新政会

中
な か

嶋
じ ま

　　守
まもる

  議員
７．対話の時代

イシワタ　マリ  議員

８．新政会

井
い の

上
う え

　雄
ゆ う

一
い ち

  議員
９．蒼士会

髙
た か

橋
は し

　正
ま さ

樹
き

  議員
10．日本共産党福知山市会議員団

吉
よ し

見
み

　純
す み

男
お

  議員
11．日本共産党福知山市会議員団

中
な か

村
む ら

　初
は つ

代
よ

  議員
12．対話の時代

田
た

中
な か

　法
の り

男
お

  議員
13．地域政党ふくちやま

荒
あ ら

川
か わ

　浩
ひ ろ

司
し

  議員
14．新政会

片
か た

山
や ま

　正
ま さ

紀
き

  議員

15．蒼士会

藤
ふ じ

本
も と

　喜
よ し

章
あ き

  議員
16．福知山市議会公明党

大
お お

谷
た に

　洋
よ う

介
す け

  議員
17．地域政党ふくちやま

水
み ず

谷
た に

　タツヤ  議員
18．蒼士会

野
の

田
だ

　晋
し ん

介
す け

  議員
19．新政会

岡
お か

野
の

　天
た か

明
あ き

  議員

問　
安
心
生
活
見
守
り
事
業

の
対
象
世
帯
数
は
。

答
　
民
生
児
童
委
員
か
ら
提

出
さ
れ
る
福
祉
票
に
よ
る
と
、

令
和
6
年
10
月
1
日
現
在
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

は
3
0
3
5
世
帯
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
は
3
2
3
7
世

帯
で
あ
る
。
　
　
（
市
長
）

問　
こ
の
事
業
の
仕
組
み
は
。

答
　
緊
急
時
に
機
器
本
体
や

ペ
ン
ダ
ン
ト
ボ
タ
ン
を
押
す

と
24
時
間
対
応
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
つ
な
が
り
、
看
護
師

な
ど
が
対
応
し
、
必
要
に
応

じ
救
急
車
の
要
請
な
ど
を
行

う
。
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し

て
は
、
24
時
間
以
内
に
動
き

が
な
い
場
合
に
自
動
通
報
す

る
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
に
も
対

応
し
て
い
る
。

問　
利
用
台
数
と
オ
プ
シ
ョ

ン
利
用
数
は
。

答
　
令
和
6
年
10
月
31
日
現

在
の
設
置
台
数
は
4
9
6
台

で
、
う
ち
、
オ
プ
シ
ョ
ン
機

能
を
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は

65
台
で
あ
る
。

問　
利
用
拡
大
に
向
け
た
活

動
は
。

答
　
今
後
も
、
民
生
児
童
委

員
、
介
護
支
援
専
門
員
、
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
周
知
を
図
り
、
必
要
な
方

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

努
め
る
。（

福
祉
保
健
部
長
）

福知山市安心生活見守り事業案内文書（抜粋）

その他の質問

・SNSによる犯罪から小中学生を守る取り組み
について

安心生活見守り事業の現況は
普及に向けた広報活動を展開する

Q
A

　　　　　　地域政党ふくちやま

小
お

原
は ら

　彰
あ き

紀
の り

  議員

録画配信中！
一般質問の録画配信は、
各議員の二次元コード
からご覧になれます

スマートフォンからスマートフォンから
ご覧になれますご覧になれます
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問　
国
か
ら
生
活
保
護
世
帯

を
減
ら
す
よ
う
な
指
導
は
あ

り
ま
す
か
。

答
　
国
か
ら
は
申
請
の
相
談

に
当
た
っ
て
は
申
請
権
を
侵

害
し
な
い
よ
う
、
指
導
を
受

け
て
い
ま
す
。
保
護
開
始
を

抑
制
す
る
よ
う
な
指
導
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問　
電
気
代
、
光
熱
費
が
軒

並
み
上
が
っ
て
い
る
中
、
一

般
家
庭
で
も
厳
し
い
経
済
状

況
で
す
が
生
活
保
護
世
帯
は

さ
ら
に
厳
し
い
状
況
だ
と
思

い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
地
球

温
暖
化
と
言
わ
れ
る
昨
今
、

夏
の
暑
さ
は
年
々
厳
し
く

な
っ
て
ま
す
。
冷
房
は
今
や

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
」
に
お
い
て
は
不

可
欠
で
す
。
暖
房
費
の
支
給

だ
け
で
な
く
、
冷
房
費
の
支

給
が
必
要
で
す
。
市
や
国
で

冷
房
費
の
上
乗
せ
は
で
き
ま

す
か
。
も
し
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
国
な
ど
に
意
見
書

を
出
す
な
ど
の
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

答
　
市
独
自
で
の
上
乗
せ
は

で
き
ま
せ
ん
。
近
年
の
猛
暑

に
よ
り
熱
中
症
対
策
は
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
夏

季
の
光
熱
水
費
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
夏
季
加
算
の
新

設
に
つ
い
て
、
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
福
祉
事
務
所
長
連
絡
協
議

会
を
通
し
て
国
に
要
望
し
て

い
ま
す
。（

福
祉
保
健
部
長
）

生活保護パンフレット　京都府版

その他の質問
・大阪・関西万博の学校引率について
・多文化共生のまちづくりのために
・市民の文化創造と中丹勤労者福祉会館が果た

してきた役割について

生活保護世帯に冷房費の支給を
国に要望している

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団

梶
か じ

原
わ ら

　秀
ひ で

明
あ き

  議員

問　
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館

（
以
下「
会
館
」と
い
う
）が

廃
止
さ
れ
た
場
合
の
影
響
は
。

答
　
近
隣
類
似
施
設
で
代
替

で
き
る
か
分
析
し
た
。
収
容

人
数
50
人
未
満
の
小
会
議
を

利
用
さ
れ
て
い
る
団
体
に
つ

い
て
は
利
用
申
請
が
重
な
り
、

特
に
、
平
日
、
午
後
の
時
間

帯
で
、
全
て
に
対
応
で
き
な

い
可
能
性
が
あ
り
、
利
用
者

の
利
便
性
が
低
下
す
る
影
響

が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
会

館
は
広
域
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
廃
止
さ
れ
た
場

合
、
別
の
避
難
所
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

（
産
業
政
策
部
長
）

問　
会
館
の
京
都
府
と
の
協

議
経
過
や
今
後
の
方
向
性
は
。

答
　
令
和
6
年
10
月
9
日
か

ら
府
と
正
式
協
議
を
開
始
し
、

本
市
の
利
用
の
分
析
結
果
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
利
用
者

の
利
便
性
の
低
下
に
対
す
る

配
慮
、
対
応
を
求
め
て
き
た
。

11
月
20
日
に
府
知
事
を
訪
ね
、

会
館
の
維
持
お
よ
び
廃
止
さ

れ
る
場
合
の
代
替
措
置
を
直

接
要
望
し
た
と
こ
ろ
、「
本

市
が
土
地
建
物
を
利
活
用
す

る
と
の
こ
と
で
あ
れ
ば
協
議

す
る
。
維
持
管
理
費
が
大
変

で
あ
れ
ば
京
都
府
財
産
条
例

の
範
囲
内
で
協
議
す
る
。
」

と
の
回
答
を
得
た
。
本
市
と

し
て
は
一
定
期
間
、
会
館
を

借
り
受
け
る
方
向
性
で
府
と

協
議
を
開
始
し
た
い
。

（
市
長
）

借り受ける方向で協議する中丹勤労者福祉会館

その他の質問
・がん対策について
・三和地域の拠点づくり三和荘及び三和支所の

推進状況について
・「響」プラン・Fの郷土愛を育む取組みと教

材としての地域資源の継承は

勤労者福祉会館の今後の方向性は
一定期間、借り受ける方向で協議

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党

吉
よ し

見
み

　茂
し げ

久
ひ さ

  議員
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問　
前
田
児
童
館
で
発
生
し

た
事
件
の
概
要
は
。

答
　
9
月
7
日
に
男
性
が
木

刀
で
恫
喝
し
、
施
設
の
フ
ェ

ン
ス
を
叩
く
府
迷
惑
防
止
条

例
違
反
の
事
件
が
発
生
。

問　
前
田
児
童
館
に
お
け
る

防
犯
装
備
品
の
配
備
は
。

答
　
防
犯
対
策
装
備
品
と
し

て
、
さ
す
ま
た
、
ワ
イ
ヤ
ー

を
発
射
す
る
ネ
ッ
ト
ラ
ン

チ
ャ
ー
、
液
体
を
発
射
す
る

リ
キ
ッ
ド
ラ
ン
チ
ャ
ー
な
ど

を
配
備
。

問　
前
田
児
童
館
の
今
後
の

安
全
対
策
は
。

答
　
事
件
発
生
後
に
施
設
の

玄
関
お
よ
び
勝
手
口
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
。
遊
戯
室
の

窓
に
侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
を
設

置
。

さ
ら
に
安
全
計
画
の
確
認
や

職
員
へ
の
防
犯
対
策
研
修
を

実
施
す
る
。

（
子
ど
も
政
策
監
）

問　
さ
す
ま
た
だ
け
で
は
、

子
ど
も
た
ち
と
教
職
員
を
守

れ
な
い
の
で
、
ネ
ッ
ト
ラ
ン

チ
ャ
ー
を
市
内
の
小
中
学
校

で
も
配
備
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
他
市
の
導
入
事
例
を
含

め
、
本
市
に
お
い
て
も
今
後
、

検
討
す
る
。
（
教
育
部
長
）

問　
小
中
学
校
に
お
け
る
今

後
の
安
全
対
策
の
方
針
は
。

答
　
学
校
で
は
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
子
ど

も
た
ち
を
含
め
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
れ
る
と
い
う
安
全
教
育

を
今
後
も
行
っ
て
い
く
。

（
教
員
長
）

前田児童館に配備しているネットランチャー

その他の質問

・消防団の活動しやすい環境づくりに
ついて

子どもと教職員の命を守るには
防犯対策装備品の導入も検討する

Q
A

　　　　　　無所属・維新議員団

岩
い わ

﨑
さ き

　崇
た か

央
ひ ろ

  議員

問　
一
部
の
学
校
を
除
い
て

使
わ
な
く
な
っ
た
学
校
プ
ー

ル
は
今
後
ど
う
す
る
考
え
か
。

答
　
他
市
の
事
例
を
参
考
に
、

よ
り
良
い
活
用
と
な
る
よ
う

情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

問　
こ
れ
ま
で
に
民
間
企
業

や
地
元
か
ら
プ
ー
ル
の
取
得
、

賃
借
ま
た
、
除
去
な
ど
を
望

む
声
は
あ
っ
た
か
。

答
　
民
間
事
業
者
か
ら
の
相

談
は
あ
っ
た
が
、
実
現
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

（
教
育
部
長
）

問　
消
火
用
の
水
と
し
て
も

使
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

も
利
用
し
続
け
る
考
え
か
。

答
　
正
式
な
消
防
水
利
と
し

て
位
置
付
け
て
は
い
な
い
が
、

プ
ー
ル
に
水
が
あ
れ
ば
火
災

発
生
時
に
使
用
す
る
こ
と
も

あ
る
。
　
　
　
（
消
防
長
）

問　
そ
の
場
合
、
維
持
管
理

費
用
の
負
担
は
ど
こ
か
。

答
　
消
火
活
動
に
使
わ
れ
る

プ
ー
ル
の
維
持
管
理
費
用
は

教
育
委
員
会
が
負
担
し
、
消

防
本
部
と
連
携
し
て
水
質
管

理
を
し
て
い
る
。

（
教
育
部
長
）

問　
学
校
は
地
域
の
拠
点
。

解
体
か
ら
跡
地
活
用
に
向
け

て
、
資
産
活
用
・
消
防
・
地

域
振
興
の
観
点
で
全
体
計
画

検
討
を
。

答
　
学
校
プ
ー
ル
の
解
体
・

跡
地
活
用
は
多
額
の
費
用
が

必
要
。
ま
ず
は
校
舎
や
体
育

館
の
改
修
や
修
繕
を
優
先
す

べ
き
で
、
長
期
的
視
点
で
議

論
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
教
育
長
）

使用されなくなった学校プール

その他の質問

・中丹勤労者福祉会館のこれからは
・令和7年度予算編成方針は

学校プールの解体・跡地活用は
校舎や体育館改修などがまず優先

Q
A

　　　　　　蒼士会

森
も り

下
し た

　賢
け ん

司
じ

  議員
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問　
多
様
な
学
び
の
場
と
し

て
設
置
検
討
中
の
「
※
ブ
ラ

ン
チ
ス
ク
ー
ル
」
の
進
捗
は
。

答
　
教
育
課
程
・
場
所
・
教

員
な
ど
に
つ
い
て
、
府
教
育

委
員
会
や
文
部
科
学
省
と
協

議
し
て
い
く
。
（
教
育
長
）

問　
今
現
在
不
登
校
に
苦
し

む
小
中
学
生
が
2
5
1
人
。

今
で
き
る
手
立
て
を
。
既
存

の
市
立
学
校
に
も
そ
れ
ぞ
れ

違
い
や
特
色
が
あ
る
が
、
住

ま
い
の
区
域
以
外
の
学
校
へ

通
学
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答
　
教
育
的
配
慮
の
た
め
の

区
域
外
通
学
は
可
能
。

問　
近
年
、
少
子
化
が
進
む

地
域
で
学
校
を
維
持
す
る
た

め
の
統
廃
合
以
外
の
方
策
と

し
て
「
小
規
模
特
認
校
」

を
導
入
す
る
自
治
体
も
あ

る
。
本
市
で
は
各
校
が
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
お

り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

特
色
あ
る
学
校
作
り
を
目
指

す
流
れ
。
「
地
域
と
し
て
学

校
と
し
て
今
後
ど
う
あ
り
た

い
か
」
を
整
理
す
る
機
会
と

考
え
る
が
本
市
の
見
解
は
。

答
　
「
小
規
模
特
認
校
」
は

従
来
の
通
学
区
域
は
残
し
た

ま
ま
、
特
定
の
学
校
に
つ
い

て
市
内
ど
こ
か
ら
で
も
通
学

の
選
択
を
認
め
る
制
度
。
子

ど
も
の
居
場
所
つ
く
り
と
し

て
一
つ
の
方
法
で
も
あ
る
が

慎
重
な
議
論
が
必
要
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

亀岡市の小規模特認校入学案内の一部
（出典：亀岡市ホームページ）

その他の質問

・エネルギー環境戦略を推進する本市における
森林とジビエの利活用は　
・市民生活を豊かにしてこそ「新文化ホール」

通学先の選択肢を地域の協力で
慎重な議論が必要

Q
A

　　　　　　対話の時代

イシワタ　マリ  議員

問　
第
4
期
埋
立
処
分
場
の

整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
完
成
後
は
最
終
処
分
能

力
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
が

そ
の
詳
細
は
。

答
　
第
4
期
埋
立
処
分
場
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

5
年
度
か
ら
着
工
し
て
お
り

現
在
、
埋
立
処
分
場
本
体
の

造
成
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

問　
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
に
つ
い
て
、
今
後
の
見
通

し
と
方
策
は
。

答
　
現
行
の
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
は
、
令
和
3
年

度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
て
お
り
、
計

画
の
中
間
年
と
な
る
令
和
7

年
度
に
お
い
て
中
間
見
直
し

を
行
う
予
定
で
あ
る
。
こ
の

中
間
見
直
し
に
向
け
て
ご
み

の
減
量
や
資
源
化
と
い
っ
た

到
達
目
標
の
達
成
度
に
つ
い

て
の
中
間
評
価
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問　
本
市
に
お
け
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄
物
の

分
別
収
集
、
再
商
品
化
に
つ

い
て
の
考
え
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答
　
今
後
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

使
用
製
品
廃
棄
物
の
再
商
品

化
に
係
る
処
理
コ
ス
ト
や

C
O
2
排
出
量
な
ど
の
影
響

を
把
握
し
、
併
せ
て
事
業
に

必
要
な
処
理
施
設
や
保
管
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。（

市
民
総
務
部
長
）

埋立処分場本体の造成工事現場

その他の質問

・本市の防犯カメラ設置状況について
・福知山鉄道館フクレルの現在の状況について
・動物愛護について

持続可能な廃棄物処理の方法は
新たに埋立容量の確保を計画中

Q
A

　　　　　　新政会

中
な か

嶋
じ ま

　守
まもる

  議員

※ブランチスクール…文部科学大臣の指定で設置できる「学びの多様化学校」（いわゆる不登校特例校）。
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問　
長
田
野
工
業
団
地
は
当

初
よ
り
、
公
害
の
な
い
環
境

に
配
慮
し
た
工
業
団
地
の
形

成
を
目
指
し
、
地
域
と
共
生

し
た
工
業
団
地
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
ど
の
よ
う
な

環
境
基
準
と
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
　
事
業
活
動
が
地
域
環
境

に
重
大
な
責
任
を
有
す
る
こ

と
を
認
識
し
て
お
り
、
工
業

団
地
開
発
の
計
画
段
階
か
ら

無
公
害
の
工
業
団
地
を
実
現

す
る
と
説
明
し
た
上
で
地
域

住
民
の
理
解
を
得
て
、
ば
い

煙
・
騒
音
・
排
水
な
ど
の
排

出
基
準
を
法
令
基
準
の
10
分

の
1
に
設
定
し
て
き
て
い
る
。

問　
環
境
基
準
を
定
め
て
い

る
環
境
保
全
協
定
を
緩
和
す

べ
き
と
い
う
要
望
が
あ
る
と

い
う
が
、
工
業
団
地
周
辺
地

域
で
は
、
こ
ん
な
話
が
一
体

ど
こ
か
ら
出
て
き
た
の
か
、

い
ぶ
か
し
が
る
声
が
あ
が
っ

て
い
る
。
工
業
団
地
側
か
ら

の
要
望
が
事
実
と
し
て
あ
る

の
か
。

答
　
環
境
保
全
協
定
は
工
場

と
周
辺
地
域
の
環
境
を
守
る

た
め
に
締
結
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
長
田
野
立
地
企
業

か
ら
は
緩
和
を
要
望
す
る
声

は
聞
い
て
い
な
い
。
今
後
更

新
さ
れ
る
長
田
野
工
業
団
地

利
活
用
増
進
計
画
の
次
期
策

定
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民

の
ご
意
見
を
よ
く
聞
い
た
上

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
産
業
政
策
部
長
）

長田野工業団地（航空写真）

その他の質問

・丘地区内の4公共施設の統合の進捗状況につ
いて
・市道土師新町24号線から市道多保市土師線ま

での延伸計画について

工業団地の将来的な環境基準は
地域住民の意見をよく聞いて検討

Q
A

　　　　　　蒼士会

髙
た か

橋
は し

　正
ま さ

樹
き

  議員

問　
先
月
11
月
2
日
の
豪
雨

時
に
お
け
る
避
難
所
開
設
で

の
寒
さ
対
策
は
ど
う
か
。

答
　
全
て
の
広
域
避
難
所
46

カ
所
を
開
設
し
た
。
当
日
は

大
き
く
気
温
が
低
下
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
冬
場
に

避
難
所
を
開
設
す
る
場
合
は

暖
房
が
備
わ
っ
た
部
屋
へ
の

移
動
や
毛
布
、
ア
ル
ミ
マ
ッ

ト
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
寒

さ
対
策
を
講
じ
る
。

（
危
機
管
理
監
）

問　
避
難
所
の
冷
暖
房
設
備

の
整
備
に
つ
い
て
今
後
の
計

画
と
優
先
順
位
は
ど
う
か
。

答
　
さ
ら
な
る
環
境
改
善
に

つ
い
て
現
在
行
な
っ
て
い
る

「
大
規
模
災
害
対
応
力
強
化

検
討
会
」
で
議
論
を
進
め
る
。

ま
た
、
11
月
22
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
国
民
の
安
全
と
安

心
と
持
続
的
な
成
長
に
向
け

た
総
合
経
済
対
策
が
補
正
予

算
と
し
て
国
で
審
議
中
で
あ

り
、
積
極
的
に
情
報
収
集
し

本
市
の
事
業
へ
活
用
で
き
る

よ
う
努
め
る
。
　
（
市
長
）

問　
大
規
模
災
害
対
応
力
強

化
検
討
会
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
　
12
月
4
日
に
第
1
回
検

討
会
を
行
っ
た
。
今
年
度
と

来
年
度
の
2
カ
年
で
検
討
し
、

検
討
会
は
5
回
開
催
予
定
で

あ
る
。

問　
環
境
整
備
に
向
け
た
今

後
の
方
針
と
進
捗
は
ど
う
か
。

答
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
も

含
め
環
境
改
善
は
検
討
会
で

議
論
を
進
め
る
。

（
危
機
管
理
監
）

地域の避難所案内板

その他の質問

・なし

安心、安全な避難所の整備を
環境改善の議論を進めていく

Q
A

　　　　　　新政会

井
い の

上
う え

　雄
ゆ う

一
い ち

  議員
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問　
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支

え
る
上
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
訪
問
介
護
事
業

所
の
報
酬
単
価
が
4
月
か
ら

2
～
3
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

全
国
で
は
倒
産
も
増
え
て
い

る
が
、
本
市
内
の
訪
問
介
護

事
業
所
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
　
市
内
に
は
15
カ
所
の
訪

問
介
護
事
業
所
が
あ
る
が
、

現
在
倒
産
し
た
事
業
所
は
な

い
。

問　
市
内
の
訪
問
介
護
事
業

所
は
中
山
間
地
も
多
く
、
訪

問
地
が
離
れ
て
い
て
、
訪
問

数
を
増
や
す
こ
と
が
出
来
な

い
。
ま
た
燃
料
費
の
高
騰
も

経
営
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

人
手
不
足
も
深
刻
で
、
新
規

の
利
用
を
断
っ
た
り
、
利
用

回
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
市

が
委
託
す
る
地
域
支
援
事
業

の
報
酬
単
価
の
引
き
上
げ
が

必
要
だ
が
。

答
　
要
望
も
あ
り
、
国
の
動

向
に
注
視
し
適
切
な
単
価
設

定
に
努
め
る
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

問　
高
齢
者
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
訪
問

介
護
の
報
酬
単
価
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
、
国
に
意
見
を

上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

が
。

答
　
介
護
報
酬
に
つ
い
て
は

地
域
や
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
に

則
し
た
単
価
と
な
る
よ
う
に
、

ま
た
国
庫
負
担
金
の
引
き
上

げ
は
必
要
な
財
源
措
置
を
講

じ
る
よ
う
、
市
長
会
を
通
じ

国
に
働
き
か
け
て
い
る
。

（
市
長
）

福知山市介護ロゴマーク　福ちゃん

その他の質問

・現行健康保険証の存続を
・大江町総合会館の環境整備につ

いて

高齢者を支える訪問介護の充実を
単価引上げを市長会を通じ求める

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団

中
な か

村
む ら

　初
は つ

代
よ

  議員

問　
猪
鼻
川
に
お
け
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
汚
染
対
策
は
。

答
　
暫
定
指
針
値
50
ナ
ノ
グ

ラ
ム
を
超
え
る
値
を
検
出
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
京
都
府

に
対
し
て
猪
鼻
川
お
よ
び
土

師
川
流
域
に
お
け
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
の
発
生
源
や

原
因
の
特
定
に
つ
い
て
要
望

を
行
っ
た
。
京
丹
波
町
と
は
、

猪
鼻
川
の
河
川
水
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
共
同
実
施
に
向
け
て

調
整
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

芦
渕
浄
水
場
の
取
水
施
設
へ

の
水
質
検
査
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
全
て
暫
定
管
理
目

標
値
を
下
回
っ
て
い
る
。

（
市
長
）

問　
環
境
保
全
公
社
が
管
理

運
営
を
行
う
瑞
穂
産
業
廃
棄

物
処
分
場
放
流
水
の
測
定
結

果
と
保
全
公
社
の
対
応
は
。

答
　
11
月
8
日
採
水
分
で
、

暫
定
指
針
値
50
ナ
ノ
グ
ラ

ム
を
超
え
る
92
ナ
ノ
グ
ラ

ム
、
11
月
15
日
採
水
分
で
は

2
8
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
が
検
出

さ
れ
た
。
月
1
回
交
換
の
水

処
理
施
設
の
活
性
炭
交
換
を

半
月
に
1
回
の
頻
度
に
早
め

た
結
果
、
交
換
後
は
指
針
値

を
下
回
っ
た
と
報
告
を
受
け

て
い
る
。

問　
府
の
出
資
公
社
で
、
そ

の
指
導
責
任
が
問
わ
れ
る
が
。

答
　
保
全
公
社
に
対
し
、
必

要
な
技
術
的
助
言
を
行
う
よ

う
京
都
府
に
要
請
す
る
。

（
市
民
総
務
部
長
）

瑞穂産業廃棄物処理場排水処理施設

その他の質問

・物価高騰から市民の暮らしと生業を守る対
策を
・地域公共交通の拡充を

有機フッ素化合物汚染対策は
府に要望。京丹波町と共同実施

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団

吉
よ し

見
み

　純
す み

男
お

  議員
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問　
地
域
に
お
け
る
「
さ
さ

え
あ
い
サ
ー
ビ
ス
」
の
目
的

は
。

答
　
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
対

応
が
難
し
い
ゴ
ミ
出
し
な
ど
、

高
齢
者
の
日
常
生
活
の
困
り

ご
と
を
地
域
で
援
助
す
る

サ
ー
ビ
ス
。
高
齢
者
の
自
立

し
た
生
活
環
境
の
維
持
や
介

護
予
防
を
目
的
と
し
て
い
る
。

問　
市
の
現
状
と
効
果
は
。

答
　
現
在
、
三
和
・
夜
久
野

の
地
域
づ
く
り
組
織
、
成

仁
・
中
六
人
部
の
福
祉
推

進
協
議
会
、
大
江
町
尾
藤

口
、
内
田
町
の
6
団
体
が
活

動
中
で
あ
り
、
庵
我
も
準
備

中
で
あ
る
。
効
果
と
し
て
は
、

「
人
と
の
出
会
い
の
場
、
生

き
が
い
に
な
る
」「
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に

な
る
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

問　
さ
さ
え
あ
い
サ
ー
ビ
ス

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
今
後
の
展
開

は
。

答
　
地
域
に
と
っ
て
有
効
な

事
業
で
あ
り
、
活
動
事
例
の

紹
介
な
ど
で
地
域
へ
の
働
き

か
け
を
進
め
て
い
く
。
社
会

福
祉
法
人
や
N
P
O
法
人
な

ど
に
事
務
局
機
能
の
協
力
要

請
な
ど
の
調
整
や
活
動
を
支

援
す
る
補
助
金
の
紹
介
、
ま

た
活
動
団
体
間
の
横
連
携
の

強
化
に
加
え
、
情
報
共
有
を

図
る
事
に
よ
り
、
地
域
特
性

に
応
じ
た
さ
さ
え
あ
い
の

サ
ー
ビ
ス
が
広
が
る
事
を
期

待
し
て
い
る
。
　
（
市
長
）

その他の質問
・福知山に住まれている外国の方の言葉の

意思疎通の対応について
・廃棄物処理内の車両放置について
・ゆらのガーデンに建立された句碑につ

いて

ささえあいサービスの必要性は
地域にとって有効な事業です

Q
A

　　　　　　地域政党ふくちやま

荒
あ ら

川
か わ

　浩
ひ ろ

司
し

  議員

問　
令
和
元
年
成
立
の
「
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
と
は
。

答
　
視
覚
障
害
者
な
ど
の
読

書
環
境
の
整
備
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
、
国
民

が
等
し
く
文
字
活
字
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

問　
こ
の
法
で
対
象
と
な
る

人
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
。

答
　
視
覚
障
害
者
な
ど
の
障

害
の
程
度
・
内
容
が
異
な
る

た
め
個
々
に
あ
っ
た
形
態
の

も
の
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。

問　
福
知
山
市
立
図
書
館
で

行
っ
て
い
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
と
は
。

答
　
障
害
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
重
要
事
項
の
一
つ
と
し
て

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
図

書
館
職
員
に
よ
る
対
面
読
書

や
、
来
館
が
困
難
な
方
へ
の

宅
配
お
よ
び
郵
送
の
貸
出
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
。

問　
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

貢
献
し
て
い
る
「
サ
ピ
エ
図

書
館
」
と
は
。

答
　
点
字
図
書
や
録
音
図
書

の
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
本
市
図

書
館
も
平
成
26
年
か
ら
会
員

と
な
っ
て
い
る
。

（
教
育
部
長
）

問　
こ
れ
か
ら
図
書
館
を
発

展
さ
せ
る
方
法
と
は
。

答
　
障
害
者
福
祉
課
や
特
別

支
援
学
校
と
も
連
携
を
図
り

子
ど
も
向
け
の
図
書
も
P
R

し
て
い
き
た
い
。（

教
育
長
）

全国視覚障害者情報提供施設協会の
広報チラシ

その他の質問

・「森の京都」DМO事業の展開
について
・多面的機能支払交付金の活用に

ついて

読書バリアフリー法の環境整備は
誰もが読書に親しむ図書館にする

Q
A

　　　　　　対話の時代

田
た

中
な か

　法
の り

男
お

  議員

「ささえあい」サービスの流れ

課

17　議会だより　No.147

一
般
質
問



問　
「
家
族
が
学
ぶ
認
知
症

連
続
講
座
」
で
の
成
果
や
課

題
は
。

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は

85
％
の
人
が
「
満
足
で
き

た
」「
当
事
者
の
話
を
聞
い

て
認
知
症
の
概
念
が
変
わ
っ

た
」「
同
じ
立
場
の
人
と
交

流
す
る
と
共
感
で
き
る
部
分

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」「
思

い
切
っ
て
参
加
し
て
良
か
っ

た
」「
こ
の
よ
う
な
講
座
を

次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
欲

し
い
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か

れ
た
。
こ
の
講
座
は
第
1
講

か
ら
第
6
講
ま
で
認
知
症
当

事
者
や
家
族
・
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
支
援
者
な
ど
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
相
互
に

関
連
付
け
た
内
容
、
家
族
交

流
会
の
グ
ル
ー
プ
も
介
護
者

の
年
齢
や
属
性
な
ど
を
考
慮

し
た
こ
と
が
満
足
度
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
る
。
家
族
交

流
会
は
「
公
益
社
団
法
人
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
・
京

都
支
部
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
参

加
者
の
話
を
丁
寧
に
聴
き
、

交
流
を
進
め
て
い
た
だ
い
た

こ
と
も
満
足
度
の
向
上
に
つ

な
が
っ
た
。
課
題
は
こ
の
講

座
に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
人

へ
の
さ
ら
な
る
周
知
と
継
続

し
た
参
加
に
つ
な
が
ら
な

か
っ
た
人
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
が

あ
げ
ら
れ
る
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

問　
本
事
業
の
継
続
は
。

答
　
次
年
度
以
降
も
認
知
症

当
事
者
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
事
業
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
　
　
　
（
市
長
）

家族が学ぶ認知症連続講座

その他の質問

・本市の消防団の現状と今後について
・保育士・介護人材の確保対策につ

いて

家族が学ぶ認知症連続講座継続は
家族などニーズに応じた事業検討

Q
A

　　　　　　蒼士会

藤
ふ じ

本
も と

　喜
よ し

章
あ き

  議員

問　
福
知
山
駅
周
辺
整
備
事

業
に
合
わ
せ
駅
北
大
規
模
街

区
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の

チ
ェ
ー
ン
店
舗
を
展
開
す
る

事
業
者
と
事
業
用
定
期
借
地

契
約
を
締
結
し
賑
わ
い
創
出

の
事
業
展
開
を
進
め
て
こ
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
5

年
後
の
令
和
11
年
9
月
末
を

も
っ
て
20
年
間
の
契
約
期
間

が
満
了
す
る
こ
の
土
地
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

答
　
引
き
続
き
賑
わ
い
創
出

の
拠
点
と
な
る
よ
う
土
地
利

用
を
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

（
建
設
交
通
部
長
）

問　
新
文
化
ホ
ー
ル
整
備
の

再
検
討
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な

会
議
の
中
で
「
駅
周
辺
地
区

の
便
利
な
場
所
に
新
文
化

ホ
ー
ル
を
整
備
す
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
数
多
く
の
意
見

を
聞
く
が
、
市
の
財
政
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
も
駅
直

近
の
約
1
万
5
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
市
有
地
な
ど
を
活
用

し
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
事

業
提
案
に
基
づ
く
官
民
連
携

手
法
の
新
文
化
ホ
ー
ル
整
備

を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
現
在
、
再
検
討
委
員
会

や
市
民
懇
談
会
に
お
い
て
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
候
補
地
や
整
備
手
法
な

ど
に
つ
い
て
市
と
し
て
の
見

解
を
申
し
上
げ
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
　
　
（
市
長
）

JR福知山駅に近接する駅北大規模街区
（出典：グーグルマップ）

その他の質問
・福知山市佐藤太清賞公募美術展の展望につ

いて
・外郭団体への市の関与のあり方について
・効率的かつ総合的な農業経営について

駅直近地での新文化ホール整備を
市の見解を述べることはできない

Q
A

　　　　　　新政会

片
か た

山
や ま

　正
ま さ

紀
き

  議員
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問　
本
市
の
自
殺
の
状
況
は
。

答
　
平
成
26
年
か
ら
令
和
5

年
ま
で
の
10
年
で
1
5
0

人
。
傾
向
と
し
て
は
、
高
齢

者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
5
年
の
自

殺
者
は
12
人
で
、
こ
の
中
に

は
、
20
歳
未
満
の
若
者
も
1

人
含
ま
れ
て
い
る
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

問　
過
去
か
ら
の
本
市
の
対

応
は
。

答
　
平
成
31
年
に
「
福
知
山

市
自
殺
対
策
計
画
」
を
策

定
し
、
相
談
先
の
周
知
や

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
会

を
開
催
し
、
2
5
7
人
を
養

成
し
た
。
令
和
6
年
に
は

「
第
2
次
自
殺
対
策
計
画
」

を
策
定
し
、
女
性
の
自
殺
対

策
を
重
点
施
策
に
追
加
。
就

労
や
家
庭
の
問
題
、
子
育

て
の
悩
み
な
ど
女
性
に
寄
り

添
っ
た
き
め
細
や
か
な
相
談

支
援
に
努
め
て
い
る
。
自
殺

予
防
に
む
け
て
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。（

市
長
）

問　
自
殺
が
若
年
の
死
因
1

位
で
あ
る
現
状
よ
り
、
学
校

に
て
自
尊
心
や
自
己
肯
定
感

を
養
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

年
を
重
ね
て
の
自
殺
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
。

答
　
本
市
の
小
中
学
校
で
は
、

人
権
教
育
を
基
盤
に
し
た
相

手
の
良
さ
を
見
つ
け
る
取
り

組
み
、
異
年
齢
の
児
童
生
徒

間
同
士
の
交
流
な
ど
に
よ
り
、

自
尊
心
や
自
己
肯
定
感
を

培
っ
て
い
る
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

厚労省 年齢階層別死因順位 2022年

その他の質問

・学校給食の地産地消について
・三和荘と地域発展について

本市の自殺の状況は
高齢者の割合が高い

Q
A

　　　　　　地域政党ふくちやま

水
み ず

谷
た に

　タツヤ  議員

問　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の

仕
組
み
は
。

答
　
耳
の
入
り
口
付
近
に
あ

る
軟
骨
の
振
動
で
音
を
伝
え

る
こ
と
を
活
用
し
た
イ
ヤ
ホ

ン
で
、
イ
ヤ
ホ
ン
部
に
つ
な

が
る
集
音
器
が
拾
っ
た
音
を

耳
に
装
着
し
た
イ
ヤ
ホ
ン
部

の
振
動
に
よ
り
伝
え
る
仕
組

み
で
あ
る
。
軟
骨
伝
導
イ
ヤ

ホ
ン
は
耳
が
聞
こ
え
に
く
い

方
に
と
っ
て
、
聞
こ
え
方
が

良
く
な
る
も
の
で
あ
り
、
軽

度
や
中
等
度
の
難
聴
者
に
有

効
と
さ
れ
て
い
る
。

問　
現
状
と
、
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
は
。

答
　
聞
こ
え
に
く
い
方
と
、

職
員
が
接
す
る
際
に
は
、
支

援
機
器
な
ど
の
活
用
と
併
わ

せ
て
、
筆
談
や
ゆ
っ
く
り

は
っ
き
り
話
す
な
ど
、
求
め

ら
れ
る
配
慮
に
よ
り
対
応
を

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
聞
こ
え
を
補
う
機
器

は
多
様
で
あ
り
、
I
C
T
の

進
展
に
伴
い
日
々
進
化
し
て

い
る
た
め
、
導
入
す
る
機
器

の
選
定
や
タ
イ
ミ
ン
グ
は
難

し
い
が
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
が
一
部
の
自
治
体
で
導
入

さ
れ
て
い
る
。
意
思
疎
通
の

円
滑
化
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
が
多
く
来
ら

れ
る
窓
口
な
ど
で
、
年
度
内

に
試
行
的
に
導
入
す
る
予
定

で
あ
る
。（

福
祉
保
健
部
長
）

軟骨伝導イヤホンを設置予定の
地域包括ケア推進課

その他の質問
・安心安全で持続可能な上下水道事業について
・奨学金返還支援を拡充後の現状と展望について
・生活保護からの自立支援について
・福知山公立大学の現状と課題について

市窓口に軟骨伝導イヤホン設置を
年度内に試行的に導入する予定

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党

大
お お

谷
た に

　洋
よ う

介
す け

  議員

※ゲートキーパー…自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んでいることに気づき、話を聞
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問　
闇
バ
イ
ト
な
ど
に
よ
る

凶
悪
事
件
が
心
配
で
あ
る
が

本
市
の
凶
悪
事
件
の
現
状
と

対
策
は
。

答
　
本
市
の
犯
罪
発
生
状
況

は
、
福
知
山
警
察
署
に
よ
る

と
、
刑
法
犯
認
知
件
数
は
10

月
末
現
在
で
2
8
6
件
、
前

年
同
期
で
42
件
減
少
し
て
い

る
。
凶
悪
犯
罪
は
発
生
し
て

い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
し

か
し
、
連
日
の
よ
う
に
全
国

で
強
盗
事
件
が
報
じ
ら
れ
る

中
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
市

民
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。
福

知
山
警
察
署
が
開
催
す
る
防

犯
研
修
会
や
防
犯
教
室
で
は
、

住
宅
を
狙
っ
た
強
盗
や
侵
入

盗
対
策
の
テ
ー
マ
の
依
頼
が

多
い
と
聞
い
て
い
る
。
本
市

で
は
、
福
知
山
警
察
署
の
意

見
を
聞
い
て
、
市
内
の
道
路

や
公
園
な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
、
犯
罪
抑
止
や
市

民
の
安
心
感
の
向
上
に
努
め

て
い
る
。

問　
市
民
が
住
宅
に
購
入
整

備
さ
れ
る
防
犯
対
策
品
の
助

成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

答
　
侵
入
犯
罪
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど

の
防
犯
対
策
品
を
設
置
す
る

こ
と
は
有
効
な
対
策
と
認
識

し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
鍵

か
け
の
徹
底
な
ど
を
お
願
い

す
る
。
今
後
は
、
国
や
京
都

府
の
防
犯
対
策
の
強
化
に
関

す
る
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。
（
市
民
総
務
部
長
）

住宅に設置されている防犯カメラ

その他の質問
・規制緩和による将来の土地利用のあり方につ

いて
・府立大江高等学校の存在価値を高める取り組

みとして、全国公募制の導入に向けた本市の
関わりについて

住まいの防犯対策助成について
国、京都府の動向を注視していく

Q
A

　　　　　　新政会

岡
お か

野
の

　天
た か

明
あ き

  議員

問　
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
の
今

年
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
は
。

答
　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
4
4
4

8
人
、
そ
の
他
の
種
目
も
併

せ
5
5
0
3
人
と
な
り
、
約

1
7
0
0
人
増
加
し
た
。

問　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
者

は
前
回
と
比
較
し
増
加
し
た

の
か
。

答
　
前
回
87
・
2
％
に
対
し

今
回
は
94
・
3
％
と
7
・

1
％
増
加
し
た
。

問　
制
限
時
間
延
長
の
考
え

は
。

答
　
課
題
は
あ
る
が
、
検
証

の
た
め
の
会
議
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。

問　
参
加
料
減
額
の
考
え
は
。

答
　
ラ
ン
ナ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
、

適
正
な
料
金
設
定
に
し
て
い

く
。

問　
コ
ー
ス
変
更
の
考
え
は
。

答
　
今
大
会
を
踏
ま
え
課
題

を
検
証
す
る
。

（
地
域
振
興
部
理
事
）

問　
来
年
も
福
知
山
マ
ラ
ソ

ン
の
開
催
を
要
望
す
る
が
、

本
市
の
見
解
は
。

答
　
来
年
も
11
月
23
日
の
開

催
を
決
定
し
た
。
さ
ら
な
る

改
善
を
検
討
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
は
基
よ
り
、
全
国
か
ら

多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
に
お
越
し

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。
（
市
長
）

完走者に配られたフィニッシャーズTシャツ

その他の質問

・地域公共交通の充実に向けた取り組みにつ
いて

来年の福知山マラソン開催は
更なる改善を検討し、開催する

Q
A

　　　　　　蒼士会

野
の

田
だ

　晋
し ん

介
す け

  議員
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活
動
日

11
月
６
日
㈬

視
察
先

神
戸
市
環
境
局

神
戸
市
に
お
け
る
事
業
系
ご
み
処

理
施
策
に
つ
い
て
視
察
を
実
施
し
た
。

事
業
系
産
業
廃
棄
物
は
、
市
で
は

収
集
せ
ず
に
排
出
事
業
所
が
民
間
の

処
理
業
者
と
契
約
し
て
収
集
し
て
も

ら
い
、
市
内
の
搬
入
先
に
て
処
分
す

る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

活
動
日

11
月
11
日
㈪

視
察
先

近
江
八
幡
市

近
江
八
幡
市
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
視
察
を
実
施
し
た
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、

一
般
廃
棄
物
の
み
取
り
扱
い
、
市
と

し
て
は
産
業
廃
棄
物
は
取
り
扱
っ
て

い
な
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
み
回
収
し
、
他
の

食
品
ト

レ
ー
や

プ
ラ
容

器
な
ど

は
可
燃

ご
み
と

し
て
取

り
扱
っ

て
い
る

こ
と
も

教
わ
っ

た
。

活
動
日

12
月
６
日
㈮

会　
場

福
知
山
公
立
大

福
知
山
公
立
大
学
に
て
、
全
議
員

対
象
の
研
修
会
を
開
催
し
た
。

情
報
学
部
の
畠
中
利
治
教
授
を
講

師
に
、
大
学
に
設
置
さ
れ
て
い
る
研

究
機
関
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
」
の
取
り
組
み
に
つ
て

講
義
を
受
け
た
。

デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン

ス
の
目
的

は
「
デ
ー

タ
に
基
づ

く
判
断
と

意
思
決
定

で
あ
る
」

と
解
説
し

て
い
た
だ

き
、
物
事

の
判
断
に
「
デ
ー
タ
」
を
用
い
る
重

要
性
が
よ
く
理
解
で
き
た
と
と
も
に
、

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
が
、
何
を
め
ざ
し
て
設
置
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
非
常
に
よ
く
理
解
で
き
た
講
義

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
川
添
信
介
学
長
か
ら
、
令

和
８
年
度
開
始
予
定
の
学
士
課
程
教

育
改
編
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
今
後
の
大
学
の
発
展
に
期
待
が

持
て
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

ごみ処理施策に関する行政視察と
福知山公立大学で研修会を実施

委 員 会 活 動 報 告
総務防災委員会

近江八幡市を視察

研修会

開
催
日

11
月
13
日
㈬

会　
場

市
立
福
知
山
市
民
病
院

阪
上
順
一
院
長

講
演
テ
ー
マ
「
市
立
福
知
山
市
民

病
院
の
近
況
と
今
後
の
課
題
」

中
丹
医
療
圏
の
福
知
山
市
民
病

院
は
兵
庫
県
丹
波
市
な
ど
や
圏
域

内
市
町
か
ら
の
患
者
数
割
合
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。
実
績
で
は
コ
ロ

ナ
禍
で
影
響
は
あ
っ
た
が
、
年
間

の
手
術
件
数
、
人
間
ド
ッ
ク
、
が

ん
外
来
化
学
療
法
件
数
が
伸
び
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
復
帰
率

を
上
げ
る
た
め
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
３
６
５
日
実
施
し
て
い

る
。
最
先
端
医
療
機
器
を
導
入
し

て
安
心
な
検
査
受
診
や
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
に
よ
る
難
易
度
の
高
い
手
術

や
正
常
臓
器
を
残
し
な
が
ら
多
様

な
形
状
の
照
射
が
可
能
な
放
射
線

治
療
の
実
施
な
ど
で
医
業
収
益
が

外
来
、
入
院
と
も
に
伸
び
て
き
て

い
る
と
の
こ
と
。
市
民
病
院
大
江

分
院
は
令
和
４
年
度
か
ら
療
養
型

病
床
と
地
域
包
括
ケ
ア
型
病
床
で

運
用
さ
れ
て
い
る
。
在
宅
ケ
ア
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
訪
問
診
療
機
能
を

強
化
し
て
い
る
こ
と
や
今
後
の
展

望
、
課
題
な
ど
の
講
演
を
受
け
た
。

香
川
惠
造
名
誉
院
長

講
演
テ
ー
マ
「
健
康
寿
命
を
ど
う
延

ば
す
か
」
～
市
民
病
院
の
役
割
～

超
高
齢
化
に
伴
う
今
後
の
医
療
需

要
の
増
大
に
対
し
、
疾
病
予
防
、
介

護
予
防
を
効
果
的
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
は
市
民
病
院
の
役
割
で
あ
る
。

他
の
自
治
体
で
は
健
康
寿
命
延
伸
の

た
め
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
運
動
器
障
害
の
た
め
移
動
機
能

が
低
下
し
た
状
態
）」
予
防
を
実
践

し
て
い
る
。
当
院
に
お
い
て
、
そ
う

し
た
試
み
を
大
江
分
院
で
看
護
師
を

中
心
に
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
要

介
護
状
態
に
な
る
要
因
で
は
主
に
脳

血
管
疾
患
と
特
に
認
知
症
の
増
加
が

割
合
を
占
め
て
い
る
。「
福
知
山
踊

り
」
の
認
知
機
能
テ
ス
ト
効
果
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
病
院
の
フ
ィ
ー
ル

ド
医
学
実
践
を
ベ
ー
ス
に
認
知
症
予

防
を
展
開
し
て
い
き
た
い
な
ど
多
様

な
角
度
か

ら
の
内
容

で
あ
っ
た
。

今
後
の

委
員
会
活

動
な
ど
の

参
考
と
な

り
、
生
か

し
て
い
き

た
い
。

市民病院の近況や課題、健康寿命などについて
議員研修会を実施

委 員 会 活 動 報 告
教育厚生委員会

市民病院での研修会

委
員
会
活
動
報
告
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福
知
山
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
信
頼
さ
れ
る
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
議
員
の
報
酬
、
定
数
、

政
務
活
動
費
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、「
議

員
報
酬
等
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

現
在
は
、
今
後
の
議
員
報
酬
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
議
員
報
酬
は
、
平
成
15
年
に
減

額
改
定
し
て
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
間
に
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
議

会
活
動
の
増
加
、
ま
た
昨
今
の
物
価
高
騰
、

議
員
の
な
り
手
不
足
の
問
題
、
投
票
率
の

低
下
な
ど
、
議
員
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

議
会
・
議
員
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

市
民
の
負
託
に
応
え
る
議
会
活
動
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、議
員
の
多
様
性
（
性
別
、

年
代
、
職
業
な
ど
）
が
確
保
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
や
角
度
か
ら
議
員
が
意
見
を

出
し
合
い
討
議
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
議
員
報
酬
の
条
件
整

備
な
ど
の
議
論
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
議
員
報
酬
が
ど
う
あ
る
べ

き
な
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
声
を
聴

き
な
が
ら
、
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

委 員 会 活 動 報 告
産業建設委員会

「有害鳥獣対策強化の要望書」を提出
官民連携手法や市民と共に歩む文化ホールへ現地視察

有
害
鳥
獣
対
策
強
化
に
関
す
る

京
都
府
へ
の
要
望
活
動

活
動
日

11
月
13
日
㈬

場　
所

京
都
府
福
知
山
総
合
庁
舎

大
き
く
５
項
目
（
中
丹
地
域
有
害

鳥
獣
処
理
施
設
へ
財
政
支
援
・
有
害

鳥
獣
捕
獲
強
化
・
防
除
対
策
へ
財
政

支
援
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
人
身
被
害

の
回
避
と
安
全
対
策
、
森
林
環
境
整

備
と
ジ
ビ
エ
文
化
の
普
及
啓
発
）
を

要
望
。
そ
の
他
、
質
疑
や
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

行
政
視
察
① 

愛
知
県
豊
橋
市

活
動
日

11
月
19
日
㈫

視
察
場
所
穂
の
国
と
よ
は
し
芸
術

劇
場
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ

視
察
内
容
官
民
連
携
手
法
の
ホ
ー
ル

建
設
経
過
、利
点
と
欠
点

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法(

※

Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式)

で
、
設
計
＋
建
設
＋
維
持
管
理(

15

年
間)

で
総
額
62
億
円
の
コ
ン
パ
ク

ト
で
高
機
能
な
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
。

奥
行
を
19
ｍ
に
抑
え
た
親
密
感
あ
る

最
大
７
７
８
席（
可
変
式
）の
大
ホ
ー

ル
や
市
民
の
舞
台
創
造
活
動
が
盛
ん

に
行
わ
れ
る
仕
組
み
を
学
び
、
市
民

の
文
化
振
興
へ
の
思
い
や
人
財
の
育

成
が
重
要
で
あ
る
と
再
認
識
で
き

た
。

行
政
視
察
② 

長
野
県
松
本
市

活
動
日

11
月
20
日
㈬

視
察
場
所
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館

視
察
内
容
ホ
ー
ル
建
設
に
至
る
経

過
、
過
去
の
事
業
や
再
整

備
に
つ
い
て

設
計
者
の
選
定
で
「
※

エ
ス
キ
ー

ス
コ
ン
ペ
」
を
実
施
。
運
営
は
指
定

管
理
者
制
度
。
総
工
費
は
１
４
５
億

円
で
補
助
金
は
年
間
6
億
円
ほ
ど
。

建
設
時
に
反
対
運
動
や
市
長
交
代
が

起
こ
る
も
、
市
民
へ
の
前
向
き
な
行

政
の
発
信
や
、
多
種
多
様
な
学
び
合

う
場
を
設
け
、
賛
否
問
わ
ず
対
話
す

る
機
会
を
設
け
続
け
る
こ
と
で
、
今

で
は
市
民
に
愛
さ
れ
る
ホ
ー
ル
に
。

ま
た
、
建
設
し
て
20
年
が
経
ち
、
長

い
ス
パ
ン
で
の
建
設
、
運
営
、
再
整

備
費
用
を
鑑
み
た
建
設
計
画
が
重
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。

※PFI手法…民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）を活用し、公共施設等の設計・建設・改修・更新や維持管理・運営を行う公共事業の手法。 ※BTO方式…民間事業者が
施設を建設し、施設完成直後に公共に所有権を移転し、民間事業者が維持管理および運営を行う方式。　※エスキースコンペ…簡単な図面や図書で提案を公募し競わせること。

議員報酬のあり方を検討
若者や女性の
議会への進出　 議員の多様性の確保　　

議会の活動実態　　 他市比較社会経済情勢

現在【報酬額(月額)】議員 410,000円
　　　　　　　　　 （議長495,000円  副議長440,000円）

議
員
報
酬
等
検
討
委
員
会

議員報酬等検討委員会での議論

750席から1800席に可変する大ホール
（まつもと市民芸術館）

委
員
会
活
動
報
告
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2月25日(火)　本会議〔施政方針、提案理由説明（新年度予算関係）〕
3月  5日(水)　本会議〔質疑～委員会付託（新年度予算関係）、
　　　　　　　　　　　提案理由説明〔追加〕（補正予算、条例等）、一般質問〕
　　 6日(木)　本会議〔質疑～委員会付託（補正予算、条例等）、一般質問〕
　　 7日(金)　所管別委員会〔付託議案審査（条例・その他 ）新年度提案関係、
　　　　　　　　　　　　　　3月提案関係  質疑・討論・採決〕
　  10日(月)　予算審査委員会（補正予算）
　  11日(火)　予算審査委員会（新年度予算等）
　  12日(水)　予算審査委員会（新年度予算等）
　  13日(木)　予算審査委員会（新年度予算等）
　  17日(月)　予算審査委員会（予備日）
　  24日(月)　予算審査委員会〔総括質疑（新年度予算等）〕
　  25日(火)　予算審査委員会〔自由討議、討論、採決（補正・新年度予算等）〕    
　  27日(木)　本会議〔委員長報告～採決〕
　  28日(金)　（ 会 期 ）

※この会議予定は、今後変更になる場合があります。また、このほかに全議員協議会などの会議を開催します。

3月定例会 の予定（32日間）

福
知
山
市
議
会
は
「
よ
り
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
昨

年
10
月
に
は
議
会
が
よ
り
身
近

に
な
る
よ
う
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
と
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た

11
月
に
は
、
新
文
化
ホ
ー
ル
に

つ
い
て
幅
広
く
市
民
の
声
を
お

聴
き
す
る
た
め
の
広
聴
会
を
市

内
10
会
場
で
行
い
ま
し
た
（
詳

細
は
２
〜
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
時
代
の
移

り
変
わ
り
の
中
、
厳
し
い
お
声

も
含
め
て
真
摯
に
受
け
止
め
な

が
ら
、
市
民
と
議
会
の
信
頼
関

係
の
さ
ら
な
る
構
築
に
向
け
て

一
歩
ず
つ
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
本
年
も
福
知
山
市
議
会
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。（

広
報
広
聴
委
員
会
）

編
集
後
記

本会議などのライブ
配信はこちらから

問合せ先 福知山市議会事務局 〒620-8501　福知山市字内記13番地の1（市役所5階）
電話：0773-24-7031　FAX：0773-24-7080

本会議・委員会を傍聴しませんか
　本会議の傍聴は市役所本庁６階へ、委員会の傍聴は	本庁５階各委員会室へお越しください。団体
で傍聴を希望される方は、事前に市議会事務局までご連絡ください。

　手話通訳者・要約筆記者の派遣を希望される方は、事前に所定の用紙に必要事項を記入の上、市議会事務局へ
提出してください。
　申請書は、福知山市議会ホームページからもダウンロードできます。

手話通訳・要約筆記による本会議・委員会の傍聴ができます。

　議場内の発言を音声認識ソフトで自動的に文字に変換してモニターに表示します。（自動変換であり、誤変換
が生じることをご了承ください。）

本会議の傍聴席には、傍聴される方の聞きやすさ、
分かりやすさを支援するための設備があります。令和６年３月定例会から

お
知
ら
せ
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和太鼓で福知山に笑顔を！　淑徳高校和太鼓部
■今回の訪問議員：小原　彰紀　・　梶原　秀明　

「元気やで福知山！」「元気やで福知山！」
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／
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24）7080 

　
福
知
山
を
中
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
引
っ
張
り

だ
こ
、
創
設
30
年
の
淑
徳
高

校
和
太
鼓
部
を
訪
ね
ま
し
た
。

体
育
館
で
力
強
く
心
地
よ
い

太
鼓
演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
い
た
あ
と
、
部
長
の
京き

ょ
う

川か
わ

碧あ
お

依い

さ
ん（
幼
児
教
育
系
列
）、

副
部
長
の
塩し

お

尻じ
り

理り

奈な

さ
ん（
調

理
系
列
）・
人ひ

と

見み

優ゆ

花か

さ
ん（
幼

児
教
育
系
列
）
と
顧
問
の
山や

ま

口ぐ
ち

大だ
い

介す
け

先
生
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。和

太
鼓
部
に
入
っ
て

み
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か

京
川
さ
ん　
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
で
見
て

か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

塩
尻
さ
ん　
小
学
生
の
時
か

ら
太
鼓
を
や
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。

人
見
さ
ん　
幼
稚
園
の
先
生

が
淑
徳
の
和
太
鼓
部
出
身
で
、

幼
稚
園
の
時
か
ら
和
太
鼓
部

の
話
を
聞
い
て
い
て
憧
れ
て

い
ま
し
た
。

部
員
は
何
人
で
す
か

１
年
生
６
人
、
２
年

生
５
人
、
３
年
生
８

人
で
す
。練

習
時
間
は
ど
の
く

ら
い
で
す
か

午
後
４
時
か
ら
６
時

く
ら
い
ま
で
、
週

４
日
く
ら
い
で
す
。
た
だ
、

コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
授
業
が

終
わ
っ
た
後
に
実
習
な
ど
が

入
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
な

か
な
か
全
員
そ
ろ
っ
て
練
習

す
る
時
間
が
取
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
外
に
、
授
業
時
間
の

中
で
講
座
と
し
て
１
時
間
、

和
太
鼓
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
間
は
全
員
が
そ
ろ
い

ま
す
。

年
間
ど
の
く
ら
い
公

演
を
し
ま
す
か

30
回
か
ら
40
回
く
ら

い
で
す
。
以
前
は
50

回
以
上
や
っ
て
い
た
時
も
あ

り
ま
し
た
が
負
担
が
多
い
の

で
減
ら
し
ま
し
た
。

遠
い
と
こ
ろ
に
行
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ほ
と
ん
ど
福
知
山
で

す
。
遠
く
て
も
舞
鶴

く
ら
い
で
す
。
高
校
の
和
太

鼓
部
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
あ
る

の
で
す
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
出
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も

福
知
山
の
み
な
さ
ん
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。和

太
鼓
を
や
っ
て
い

て
一
番
う
れ
し
い
の

は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か

お
客
さ
ん
の
笑
顔
が

見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

苦
労
し
た
の
は
ど
ん

な
こ
と
で
す
か

は
じ
め
は
手
の
ま
め

が
つ
ぶ
れ
て
痛
か
っ

た
で
す
。
テ
ー
ピ
ン
グ
を
巻

い
て
頑
張
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
３
年
生

で
も
う
す
ぐ
引
退
で

す
が
、
後
輩
に
受
け
継
い
で

ほ
し
い
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と

で
す
かこ

れ
か
ら
も
笑
顔
を

大
切
に
し
て
、
見
て

も
ら
え
る
人
た
ち
が
笑
顔
で

元
気
に
な
る
演
奏
を
続
け
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL0773-24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

敬老会での演奏

全員集合


